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 平成 22 年の春に会員の皆様にお願

いしました「花菖蒲人気投票」の結果

を取りまとめましたので報告いたし

ます。 

 協会会員約 280 名中、93 名の方の

投票がありました。総投票数は、275

票、投票された品種は、合計 145 品

種となりました。平成 13 年の同様の

アンケートでは、57 名の方の投票が

ありましたが、今回は、それに比較し

て 1.6 倍の投票があり会員の皆様の

ご協力に感謝いたします。 

 さて、投票結果ですが、今回も第一位は、平尾

秀一氏の「舞扇」でした。この花は、昭和 40 年、

平成 13 年に実施された人気投票でもいずれも第

一位で、不動の人気を得ていることが、改めてわ

かりました。次に第二位は、「美吉野」でした。

この花も前回も第二位でした。以下、第三位「宇

宙」、「業平」第四位「五月晴」「爪紅」、第五位「清

少納言」となりました。 

 系統別にみますと、不明を含みますが、江戸系

が 38％（前回 33％）、肥後系 37%（前回 43%）

となり、過去２回のアンケートに比較して初めて

江戸系が肥後系を上回りました。野生種、長井種

もポイントが増加するなど、原種に近い品種に人

気が出ている傾向が続いていると思われます。 

 作出者別にみますと、多い順から加茂花菖蒲園

作出花が 23 種、平尾秀一氏作出花 19 種、光田義

男氏作出花 14 種、菖翁花が 7 種となっており、

新しい花から伝統のある花まで、幅広く支持され

ていることが分かります。 

 花弁の数でみますと、不明を除き、三英花が 74

種、六英花が 45 種、八重等の花が 15 種となって

おり、この数字からも原種に近い品種に人気がで

ている傾向がみられると思われます。 

 過去の人気投票の結果と、品種について比較し

てみますと、３回のアンケート全てで、複数以上

の得票があった花は、「舞扇」「業平」「水天一色」

「深窓佳人」「武蔵川」の五品種となります。い

ずれも名花の誉高い花であり、時代を超えて愛培

されている結果と思われます。 

 なお、昭和 40 年のアンケートは「推薦したい

品種 20 種」、平成 13 年は「好きな花 10 種」、今

回は「好きな花 3種」でアンケートを行っており、

投票方法が異なっていますので、いろいろなご意

見はあろうかと思いますが、その点はご了承くだ

さい。（文責：佐々木） 

※＜参考＞第六位以降の品種 

第六位（4 票）葦の浮船、昇竜、神路の誉、水天

一色、千代の春、鶴の毛衣、翆映 

第七位（3 票）琴浦桜、深窓佳人、中禅寺湖、朝

戸開、耶馬台国、霓裳羽衣、イの壱号 

 （第八位以下（2 票以下）省略します。） 
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